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1 はじめに
本研究では，発話に含まれる単語の語彙抽象度を用
いて，議論の収束に貢献した発言を推定するシステム
を提案する．
複雑な事象の本質を見抜き，適切な解決策を立案す
る能力を育てるためには，自身の問題解決をモニタリ
ングするメタ認知能力が必要になる．このメタ認知能
力を養うための手段として，議論の振り返りが注目さ
れている [1]．議論の収束に貢献した発話を批判的に観
察することによって，発散した議論を収束させるため
の方略を習得できると考えられる．これにより，議論
の生産性を高めることが可能である．
議論の振り返りは，議論の録画や学習者の記憶に基
づいて行われることが多い．しかし，記憶や録画には
議論の展開が明示されていない．そのため，学習者は
記憶や録画を頼りに議論の展開を思い出しながら，自
身の発言の影響を振り返らなければならない．これに
より，議論の振り返りが十分に行えていないという問
題がある．
このような問題に対して，議論の発散・収束を推定
する研究が行われている．これらの研究の多くは，非
言語情報や，手動でのキーワード設定を基に議論の展
開を分析している．しかし，振り返りを行うためには，
語の選択や表現といった言語情報を考慮する必要があ
る．また，議論内容に応じた適切なキーワードを選択
することは容易ではない．
本研究では，議論における発話の語彙抽象度から，そ
の発話の発散・収束への貢献度を推定する．これによ
り，話者が自身の発言が議論へ与えた影響を振り返る
ことができるシステムへの応用を目指す．

2 関連研究
議論の発散・収束を推定するシステムとして，発言の
時系列的パターンに基づくものがある [2]．このシステ
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ムでは，発話の頻度，発話がオーバーラップした時間
の割合，発話の長さ，発話が交替するまでの時間，話
者が移行した回数の 5つを特徴量とした教師あり学習
によって，議論の発散・収束を推定している．しかし，
この研究はあらかじめ決められた答えを発見するため
の議論を対象としており，一般的な議論への導入は困
難であると考えられる．
テーマとの関連度や初出の単語の数に基づいて，電
子掲示板における議論の発散・収束を推定する研究があ
る [3]．しかし，議論を収束させる段階は，発散によっ
て得られたアイデアを吟味し，新しいアイデアを生み
出すプロセスであると考えられる．そのため，収束の
段階で初出の単語の割合が減少しない可能性がある．
振り返りを促す手法として，電子掲示板における議
論内容と議論の展開を可視化する手法がある [4]．この
手法では，キーワードの発言量や発言頻度に応じてハ
チや花のアニメーションを変化させることで議論の展
開を可視化し，学習者の振り返りを促している．しか
し，手動でのキーワード設定が必要であるため，想定
される議論の内容に応じて個別にキーワードを設定す
る必要がある．また，振り返りの方向性がキーワード
に沿ったものに固定される可能性がある．

3 語彙抽象度を用いた収束的発話の推定
本研究では，次の 3つの抽象度を用いて収束的発話
の推定を行った．

1つ目は語彙抽象度である．語彙抽象度とは，単語
の抽象度を数値化したものであり，数値が大きいほど
その単語が抽象的であることを表す．語彙抽象度の数
値は，日本語抽象度辞書 [5]を用いた．

2つ目は発話抽象度である．発話抽象度とは，発話
単位での抽象度を数値化したものであり，発話に含ま
れる単語の語彙抽象度の平均値として定義した．なお，
抽象度辞書に記載されていない単語は語彙抽象度を持
たないため，計算から除外した．また，発話に語彙抽
象度を持つ単語が含まれない場合，その発話は発話抽
象度を持たないものした．

3つ目は差分抽象度である．差分抽象度とは．発話
の相対的な抽象度を数値化したものであり，直前 4発
話の発話抽象度の平均値との差で得られるものと定義
した．また．最初の 1-4番目の発話は差分抽象度を持
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たないものとした．
本研究では，議論の収束を，出てきたアイデアを一
般化したり，仮説を生成したりすることによってアイ
デアをまとめている部分と定義した．これにより，議
論が収束している状態では，相対的に抽象度の高い単
語が用いられやすいと想定した．
以上をふまえ，本研究では，差分抽象度が正である
発話を収束的発話として推定を行った．

4 実験方法
発散収束を推定する議論を収集するために，予備実
験を行った．被験者は大学生（1グループ 3名,計 9グ
ループ）を対象とし．「思いやりとは何か」をテーマと
した 30分間の議論を行い，発話音声のデータを収集し
た．次に，発話音声をテキスト化し，発話を文単位に
分割した．その後，形態素解析によって発話内容との
関連性の低い代名詞や機能語を除去した後，残りの名
詞を用いて差分抽象度の計算を行った．
予備実験の後，2つの議論に参加していない大学生

(31名)を被験者として実験を行った．被験者は議論の
発散・収束に関する説明を受けた後，総発話数が最も
多かったグループと総発話長が最も多かったグループ
の議論について，判定対象の発話の直前 4発話の内容
を基に，発話単位での発散・収束のラベル付けを行っ
た．ラベル付けに用いたインタフェースを図 1に示す．

図 1: ラベル付けに用いたインタフェース

5 実験結果
一般に，ある発話が収束に依存しているかどうかを
判定するためには，それまでの議論の展開を理解する
必要がある．そのため，ラベル付けの結果は被験者の
文章読解力に依存すると考えられる．
以上をふまえ，全被験者 31名のうち 22名以上 (70%
以上) の判定が一致した発話について，ラベル付けの

結果と，差分抽象度によって算出された収束的発話の
推定結果とを比較した．2つの結果の一致率を表 1に
示す．

表 1: 被験者のラベル付け結果と差分抽象度による推定
結果との一致率

差分抽象度が 全被験者 (N=31)のうち 70%が 一致率 全発話数
正であった発話数 収束と推定した発話の数 (%)

グループ 1 33 54 61.1 178

グループ 2 34 38 89.5 158

特にグループ 2については，89.5%の一致率が得られ
た．この結果は，多くの被験者が議論の収束に貢献し
たと判断した発話を，差分抽象度によって推定できる
ことを示唆していると考えられる．
したがって，差分抽象度を用いることにより，収束
的発話を推定することが可能であると考えられる．

6 おわりに
実験の結果より，差分抽象度によって収束的発話を
推定できる可能性が示唆された．今後は他の形態の議
論や，発散的発話についても同様の解析を行い，差分
抽象度を用いて議論の発散・収束を推定する手法の妥
当性を検証する．
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